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下
院
投
票
前
に
議
員
割
当
金
も
凍
結

害
は
続
き
、
法
案
を
作
っ
て

も
体
制
派
判
事
が
多
い
最
高

裁
が
こ
と
ご
と
く
却
下
。
今

年
３
月
に
は
議
会
の
立
法
権

が
止
め
ら
れ
、
議
員
の
法
的

特
権
も
剥
奪
な
ど
、
実
質
的

な
独
裁
状
態
に
な
っ
た
。
そ

ん
な
中
で
宣
言
さ
れ
た
の
が

制
憲
議
会
の
設
置
と
３
０
日

の
議
員
選
挙
だ
。

　

野
党
側
は
、
与
党
一
色
の

制
憲
議
会
が
発
足
す
れ
ば
議

会
は
閉
鎖
さ
れ
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
の
独
裁
が
確
立
す
る
と

懸
念
。
１
６
日
の
国
民
投
票

に
続
き
、
２
６
、２
７
日
に

４
８
時
間
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
敢

行
し
た
が
、
ゼ
ネ
ス
ト
中
も

少
な
く
と
も
５
人
が
死
亡
す

る
な
ど
、
国
内
は
緊
迫
し
た

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
ん
な
中
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ

大
統
領
は
２
７
日
に
、
選
挙

を
妨
害
す
る
よ
う
な
抗
議
行

動
や
集
会
を
行
っ
た
者
は
５

〜
１
０
年
の
実
刑
を
科
す
と

威
嚇
。
そ
の
直
後
、
野
党
側

に
「
平
和
の
た
め
の
対
話
の

席
」
に
着
く
よ
う
求
め
た
。

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
呼
び

か
け
に
応
じ
な
け
れ
ば
強
制

的
に
対
話
の
席
に
着
か
せ
る

　
【
既
報
関
連
】
財
政
難
か
ら
支
出
切
り
つ
め
を
行
っ
て
い
る
連
邦
政
府
は
、
２
７

日
に
、
先
に
発
表
し
て
い
た
５
９
億
レ
の
支
出
削
減
の
具
体
案
を
発
表
し
た
。
支

出
削
減
策
の
中
心
と
な
る
の
は
経
済
活
性
化
計
画
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）
だ
。
今
年
の
Ｐ
Ａ

Ｃ
予
算
は
３
６
１
億
レ
ア
ル
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
３
月
に
８
９
億
レ
削
減

さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
２
度
目
の
予
算
削
減
で
、
そ
の
幅
は
７
５
億
レ
に
及
ぶ
。

こ
れ
で
Ｐ
Ａ
Ｃ
予
算
は
累
積
１
６
４
億
レ
の
削
減
と
な
り
、
１
９
７
億
レ
し
か
使

え
な
く
な
っ
た
と
２
８
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
年
頭
に
行
っ

た
支
出
削
減
だ
け
で
、
目
標

を
達
成
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
た
が
、
国
庫
へ
の
収
入
が

増
え
る
見
通
し
が
立
た
ず
、

２
度
目
の
支
出
削
減
策
導
入

と
な
っ
た
。

　

８
月
２
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
、
テ
メ
ル
大
統
領

（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
へ
の
告
発
受
け
入
れ
の

是
非
を
問
う
下
院
投
票
を

目
前
に
控
え
、
テ
メ
ル
大

統
領
は
、
議
員
割
り
当
て

金
４
億
２
６
０
０
万
レ
分

と
、
政
党
へ
の
割
り
当
て
金

２
億
１
４
０
０
万
レ
分
も
凍

結
し
た
。

　

議
員
割
り
当
て
金
は
各
議

員
の
関
心
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
予
算
に
当
て
ら
れ
る

も
の
で
、
現
政
権
は
、
与
党

議
員
を
満
足
さ
せ
、
告
発
受

け
入
れ
を
阻
止
す
る
た
め
に

使
う
こ
と
も
考
え
て
い
た
。

　

ジ
オ
ゴ･

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ

企
画
相
は
、
予
算
削
減
は
一

時
的
な
も
の
で
、
３
月
に
行

わ
れ
た
国
内
の
四
つ
の
空
港

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ー

ロ
政
権
の
独
裁
ぶ
り
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
、
同
国
内
の
緊

張
が
高
ま
る
中
、
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
が
同
政
権
へ
の
支

持
を
表
明
し
た
と
２
５
日
付

本
頁
で
報
じ
た
。
だ
が
、
後

の
報
道
に
よ
る
と
、
こ
れ
は

党
の
親
玉
の
ル
ー
ラ
氏
の
意

経
営
権
入
札
で
、
落
札
し
た

企
業
に
よ
る
保
証
金
の
入
金

そ
の
他
、
５
５
億
レ
に
上
る

予
算
外
収
入
が
国
庫
に
入
り

次
第
、
削
減
幅
を
減
額
す
る

と
の
意
向
も
表
明
し
た
。

総
額　

億
レ
が
削
減
か
再
編
成

権
限
を
制
憲
議
会
に
与
え
る

意
向
も
表
明
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
野
党
最
大

党
の
民
主
党
統
一
会
議
（
Ｍ

Ｕ
Ｄ
）
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
に
断
固

反
対
す
る
意
思
を
表
明
。
Ｍ

Ｕ
Ｄ
指
導
者
の
エ
ン
リ
ケ
・

カ
プ
リ
レ
ス
氏
も
「
２
８
日

の
デ
モ
行
進
は
首
都
カ
ラ
カ

ス
だ
け
で
な
く
、
全
国
で
行

う
」
と
明
言
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
対
し
て
は

国
連
も
か
ね
て
か
ら
注
意
勧

告
を
行
っ
て
お
り
、
２
７
日

も
抗
議
行
動
を
行
う
権
利
を

保
障
す
る
よ
う
求
め
た
。
ま

た
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領

が
憲
法
改
正
を
強
行
す
る
な

ら
厳
し
い
経
済
制
裁
を
課
す

と
明
言
し
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
政
権
は
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
メ
ル
コ
ス
ル
参
加
資

格
停
止
を
支
持
し
、
米
州
機

構
に
参
加
す
る
１
２
カ
国
と

共
に
選
挙
中
止
を
求
め
る
書

簡
を
送
付
す
る
な
ど
し
て
、

マ
ド
ゥ
ー
ロ
政
権
を
牽
制
し

て
い
る
が
、
労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
は
支
持
す
る
声
明
を
出

し
て
い
る
。

作
成
の
た
め
の
機
関
で
、
三

権
を
上
回
る
権
力
が
保
障
さ

れ
る
。
１
９
９
９
年
の
憲
法

改
正
時
は
国
民
投
票
で
設
置

を
選
ば
せ
た
が
、
今
回
は
国

民
投
票
も
な
く
、
反
対
派

が
違
憲
と
主
張
。
１
６
日
に

行
わ
れ
た
同
議
会
設
置
の
是

非
を
問
う
国
民
投
票
に
は

７
２
０
万
人
が
参
加
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
、
１
５

年
１
２
月
の
選
挙
で
、
野
党

側
が
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領
の

統
一
社
会
党
に
２
倍
以
上
の

差
を
つ
け
て
圧
勝
し
た
。

　

だ
が
、
大
統
領
の
議
会
妨

　

３
０
日
に
行
わ
れ
る
予

定
の
制
憲
議
会
議
員
選
挙

を
前
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が

揺
れ
て
い
る
。
反
対
派
は

２
６
、２
７
日
に
４
８
時
間

ス
ト
を
行
い
、
２
８
日
も
全

国
規
模
の
デ
モ
を
呼
び
か
け

た
が
、
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統
領

は
、
２
８
日
以
降
、
選
挙
妨

害
の
た
め
の
活
動
を
行
う
者

に
５
〜
１
０
年
の
刑
を
科
す

と
宣
言
す
る
な
ど
、
激
し
い

混
乱
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

２
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て

い
る
。

　

制
憲
議
会
は
憲
法
草
案

議
会
を
無
視
し
た
一
方
的
立
法

野
党
と
民
衆
は
徹
底
抗
戦
に

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
の
削
減
が
決

定
し
た
７
４
億
８
千
万
レ
の

内
、
５
２
億
３
千
万
レ
は
直

接
的
な
切
り
つ
め
で
、
残
り

の
２
２
億
５
千
万
レ
は
、
よ

り
困
窮
し
て
い
る
部
門
や
、

優
先
度
の
高
い
部
門
へ
の
再

編
成
の
形
が
取
ら
れ
た
。

　

政
府
は
こ
こ
数
日
、
今
年

の
財
政
目
標
「
基
礎
的
収
支

赤
字
１
３
９
０
億
レ
以
内
」

の
達
成
の
た
め
、
増
税
や
人

件
費
削
減
策
、
予
算
削
減
な

ど
、
ま
さ
に
取
れ
る
手
段
は

全
て
取
る
勢
い
だ
。

　

Ｐ
Ａ
Ｃ
予
算
の
削
減
は
、

財
政
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
は
不
可
欠
と
、
経
済
政
策

チ
ー
ム
が
判
断
し
て
決
め
た

こ
と
だ
っ
た
。

　

２
７
日
発
表
の
支
出
削
減

で
、
今
年
の
支
出
削
減
額
は

４
５
０
億
レ
に
達
し
た
。

　

今
年
の
赤
字
を
財
政
目
標

以
内
に
抑
え
る
目
的
で
の
予

算
削
減
は
、
全
て
の
省
庁
で

行
わ
れ
て
い
る
。
経
済
政
策

２
７
日
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大

統

領
（Presidencia da 

Venezuela

）

ジオゴ・オリヴェイラ企画相
（Fabio Rodrigues Pozzebom/ Agência Brasil）

「
計
画
遂
行
に
影
響
な
し
」と
企
画
相

世 界 水 泳

　

同
企
画
相
は
ま
た
、
Ｐ
Ａ

Ｃ
予
算
の
削
減
は
、
一
時
的

な
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
低
下
を

招
く
可
能
性
が
あ
る
が
、
長

期
的
に
見
た
場
合
は
、
予
算

外
の
特
別
収
入
な
ど
に
よ
っ

向
で
は
な
い
と
い
う
。
ル
ー

ラ
氏
は
前
任
者
の
チ
ャ
ベ
ス

大
統
領
と
は
か
な
り
親
し
い

間
柄
だ
っ
た
が
、
マ
ド
ゥ
ー

ロ
氏
の
手
腕
は
疑
問
視
し
て

お
り
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
問
題
は

一
貫
し
て
「
中
立
」
の
立
場

を
と
っ
て
い
た
の
に
、
グ
レ

イ
シ
・
ホ
フ
マ
ン
党
首
ら
一

部
党
員
の
一
存
で
一
方
的
に

支
持
を
表
明
し
た
ら
し
い
。

国
際
世
論
か
ら
も
注
目
を
あ

び
は
じ
め
て
い
る
同
問
題
。

ル
ー
ラ
氏
の
大
統
領
選
出
馬

に
悪
影
響
を
与
え
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
６
日
、
聖
市
セ
ン
ト
ロ

の
ブ
ラ
ス
で
、
は
る
ば
る
伯

国
に
や
っ
て
き
た
の
に
詐

欺
に
遭
っ
た
中
国
人
女
性
３

人
が
警
察
に
保
護
さ
れ
た
。

１
７
、２
０
、２
７
歳
の
３
人

は
、
あ
る
男
性
か
ら
「
縫
い

物
の
仕
事
が
あ
る
か
ら
働
か

な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
オ
ラ

ン
ダ
経
由
で
ス
リ
ナ
ム
ま
で

を
空
路
で
、
以
後
は
海
路
で

伯
国
に
到
着
。
男
性
に
頼
ま

れ
た
と
い
う
人
物
が
迎
え
に

来
て
、
ホ
テ
ル
に
案
内
し
た

が
、
男
性
は
現
れ
ず
、
仕
事

の
話
も
嘘
だ
っ
た
。
現
金
を

使
い
果
た
し
た
３
人
は
警
察

に
保
護
さ
れ
、
数
日
中
に
帰

国
と
い
う
が
、
酷
い
話
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
６
日
夜
、
聖
市
北
部
ブ

ラ
ジ
ラ
ン
ジ
ア
で
、
４
８
歳

の
女
性
が
強
盗
に
首
と
頭
を

撃
た
れ
て
死
亡
し
た
。
こ
の

女
性
は
仕
事
帰
り
に
友
人
と

会
い
、
立
ち
話
を
し
て
い
て

強
盗
に
遭
遇
。
強
盗
が
友
人

の
携
帯
を
盗
も
う
と
し
た
の

を
見
て
、
友
人
に
手
を
出
さ

ぬ
よ
う
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
銃

弾
を
受
け
た
。
同
件
で
は

１
７
歳
の
少
年
と
成
人
の
容

疑
者
が
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て

い
る
が
、被
害
者
の
息
子
は
、

母
は
足
が
悪
く
、
逃
げ
れ
な

か
っ
た
と
話
し
て
い
る
。

　

聖
市
で
は
２
８
日
で
、
ま

と
ま
っ
た
雨
が
降
ら
な
い
日

が
４
５
日
間
続
い
た
事
に
な

り
、
呼
吸
器
系
疾
患
や
結
膜

炎
が
急
増
し
て
い
る
。

　

聖
市
の
７
月
の
平
均
降
水

量
は
４
３
・
９
ミ
リ
だ
が
、

今
年
は
４
日
に
０
・
８
ミ
リ

の
雨
を
み
た
の
み
で
、
０
８

年
以
降
、
最
も
乾
燥
し
た
７

月
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
で
案
じ

ら
れ
る
の
は
、
呼
吸
器
系
の

疾
患
や
結
膜
炎
の
蔓
延
だ
。

　

結
膜
炎
に
関
し
て
は
、
グ

ロ
ー
ボ
局
が
２
８
日
朝
の
番

組
で
、
私
立
の
眼
科
専
門
病

院
の
中
に
は
、
５
〜
６
月
の

患
者
が
昨
年
同
期
よ
り
１
千

人
（
１
０
％
）
増
え
た
と
こ

ろ
も
あ
る
と
報
じ
た
程
だ
。

　

保
健
省
に
よ
る
と
、
１
〜

５
月
に
統
一
医
療
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
で
行
っ
た
結
膜

炎
に
関
す
る
治
療
や
検
査
は

１
万
２
４
０
０
件
で
、
昨
年

１
年
間
の
２
１
８
０
０
件
の

５
７
％
に
達
し
て
い
る
。

　

結
膜
炎
の
ウ
イ
ル
ス
は
耐

久
力
が
あ
り
、
ド
ア
の
取
っ

手
に
つ
い
て
も
５
日
程
度
生

き
延
び
る
。
結
膜
炎
を
防
ぐ

た
め
に
最
も
効
果
的
な
方
法

は
手
洗
い
だ
が
、
ア
ル
コ
ー

ル
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
水

と
石
鹸
を
使
っ
た
手
洗
い
が

奨
励
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
換
気
や
湿
度
を
保

つ
工
夫
は
、
呼
吸
器
系
疾
患

と
結
膜
炎
の
両
方
を
防
ぐ
の

に
役
立
つ
。

　

予
想
に
よ
る
と
、
今
週
末

も
伯
国
上
空
の
高
気
圧
の
勢

力
は
強
く
、
北
部
や
南
部
、

中
西
部
、
南
東
部
は
好
天
で

乾
燥
し
た
状
態
が
続
く
。
こ

れ
ら
の
地
域
で
は
大
気
中
の

湿
度
が
２
０
％
程
度
ま
で
下

が
っ
て
い
る
の
で
、
湿
気
を

保
つ
工
夫
が
不
可
欠
だ
。

　

一
方
、
北
東
部
の
海
岸
部

は
、
リ
オ
沖
の
高
気
圧
か
ら

吹
き
出
す
風
が
海
上
の
湿
気

を
も
た
ら
し
、
雨
が
続
く
と

い
う
。
聖
州
か
ら
北
東
部
に

か
け
て
の
海
岸
は
波
が
高
く

な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
注

意
が
必
要
だ
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
で
開
催
さ
れ
て
い
る
世
界

水
泳
に
お
い
て
、
伯
人
女
性

ス
イ
マ
ー
、
エ
チ
エ
ニ･

メ
デ

イ
ロ
ス
（
２
６
）
が
、
女
子

５
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
。
２
８
日
付
伯

字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
エ
チ
エ
ニ
は
、

世
界
水
泳
の
長
水
路
（
５
０

ｍ
プ
ー
ル
）
に
お
い
て
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
初
の
伯
人

女
性
ス
イ
マ
ー
と
な
っ
た
。

　

エ
チ
エ
ニ
は
、
２
位
の
中

国
の
傅
園
慧
（
２
１
）
を
、

１
０
０
分
の
１
秒
上
回
る

２
７
秒
１
４
で
優
勝
し
た
。

こ
の
記
録
は
南
米
記
録
で
も

あ
る
。
傅
園
慧
と
エ
チ
エ
ニ

は
、
前
回
の
２
０
１
５
年
世

界
水
泳
カ
ザ
ン
大
会
で
も
１

位
と
２
位
の
座
を
分
け
合
っ

て
い
る
。
こ
の
時
は
傅
園
慧

が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

競
技
を
終
え
た
ば
か
り
の

エ
チ
エ
ニ
は
、
興
奮
冷
め
や

ら
ぬ
ま
ま
に
、「
凄
い
レ
ー
ス

だ
っ
た
わ
。
傅
園
慧
と
は
競

技
を
離
れ
て
も
仲
が
良
い
の
。

伯
国
で
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
家
族
が
恋
し
い
。
で
も
皆

と
一
緒
に
な
っ
て
泳
い
で
い
る

気
が
し
て
い
た
。
伯
国
に
も

ど
っ
た
ら
、
実
感
が
湧
く
と

思
う
」
と
喜
び
を
表
現
し
た
。

　

エ
チ
エ
ニ
は
こ
れ
ま
で
短

水
路
（
２
５
ｍ
プ
ー
ル
）
を

得
意
と
し
て
き
た
が
、
今

回
は
五
輪
仕
様
の
長
水
路

で
も
結
果
が
出
た
こ
と
で
、

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
に

向
け
て
、
自
信
を
深
め
て
い

る
。

　

ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作
戦

で
被
告
と
な
っ
て
い
る
企
業

家
が
、
昨
年
の
聖
市
市
長

選
で
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ

ダ
ジ
氏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

２
６
６
万
レ
ア
ル
が
踏
み
倒

さ
れ
た
と
し
て
、
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
を
訴
え
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
２
８
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

ハ ダ ジ

　

訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
の

は
ジ
オ
ヴ
ァ
ネ
・
フ
ァ
ヴ
ィ
エ

リ
氏
だ
。
同
氏
の
企
業
「
Ｆ

５
Ｂ
１
」
は
、
昨
年
の
ハ
ダ

ジ
氏
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

最
大
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
も
あ
っ

た
。

　

同
氏
の
弁
護
士
に
よ
る
と
、

Ｆ
５
Ｂ
１
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

新
憲
法
作
成
巡
り
国
が
混
乱

エ
チ
エ
ニ
女
子
背
泳　
ｍ
で
金

聖市は45日間も雨降らず！
呼吸器系疾患や結膜炎増加

１
６
年
聖
市
市
長
選
で
未
払
い
？

Ｌ
Ｊ
の
被
告
に
訴
え
ら
れ
る

東
京
五
輪
も
視
界
に
と
ら
え

（２）２０１７年 第４８０６号 ７月 ２９日 （土曜日）
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ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
イ
ン
フ
ラ
部

分
を
供
給
し
、
清
掃
、
警
備
、

輸
送
、３
０
０
人
分
の
ス
タ
ッ

フ
も
派
遣
し
た
。

　

そ
の
支
出
は
３
５
５
万
レ

ア
ル
に
及
ん
だ
が
、
Ｐ
Ｔ
が

Ｆ
５
Ｂ
１
に
払
っ
た
額
は
、

６
５
万
３
千
レ
ア
ル
に
過
ぎ

ず
、
フ
ァ
ヴ
ィ
エ
リ
氏
は
残
り

の
支
払
を
求
め
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｔ
は
昨
年
１
０
月
に
、

２
４
回
の
分
割
で
残
額
を
払

う
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
そ

の
約
束
も
最
初
の
２
回
だ
け

し
か
実
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、

て
将
来
的
に
投
資
額
を
確
保

す
る
こ
と
で
、
工
事
計
画
を

遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
全
体
に
は
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
も

語
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ヴ
ィ
エ
リ
氏
が
裁
判
費

用
２
万
６
６
０
０
レ
ア
ル
も

裁
判
終
了
後
か
分
割
払
い
で

と
頼
ん
で
い
る
有
様
だ
。

　
フ
ァ
ヴ
ィ
エ
リ
氏
は
、
０
４

年
に
シ
ャ
ヒ
ン
銀
行
が
、
ル
ー

ラ
元
大
統
領
の
友
人
の
牧
畜

企
業
家
の
ジ
ョ
ゼ・
カ
ル
ロ
ス・

ブ
ン
ラ
イ
氏
に
不
正
融
資
を

行
っ
た
際
、
そ
こ
か
ら
Ｐ
Ｔ

に
横
流
し
さ
れ
た
金
を
資
金

洗
浄
し
た
容
疑
で
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
で
被
告
と
な
っ

て
い
る
。



　

国こ
く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うす

る
政せ

い

治じ

家か

や
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

が
年ね

ん

に
１
回か

い

、

ス
イ
ス
の
保ほ

養よ
う

地ち

ダ
ボ
ス
に
集あ

つ

ま
っ
て
、
世せ

界か
い

の
諸し

ょ

問も
ん

題だ
い

を
討と

う

議ぎ

す
る
ダ
ボ
ス
会か

い

議ぎ

。
２
０
０
５
（
平へ

い

成せ
い

１
７
）
年ね

ん

の
「
貧ひ

ん

困こ
ん

撲ぼ
く

滅め
つ

の
た
め
の
財ざ

い

源げ
ん

に
関か

ん

す
る
分ぶ

ん

科か

会か
い

」
で
、
一ひ

と
つ
の
事じ

件け
ん

が
起お

き
た
。［
１
］

　

壇だ
ん

上じ
ょ
うか

ら
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ム
カ
パ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが

「
今

き
ょ
う

日
も
、

こ
の
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

も
、
マ
ラ
リ
ア
で
亡な

く
な
っ
て
い
く
子こ

供ど
も

た
ち
が
存そ

ん

在ざ
い

し
ま
す
。
今い

ま

す
ぐ
に
助た

す

け
が
必ひ

つ

要よ
う

な
の
で
す
」
と
訴う

っ
た

え
た
。

現げ
ん

実じ
つ

に
２
０
０
０
年ね

ん

に
は
世せ

界か
い

で
８
４
万ま

ん

人に
ん

の
死し

者し
ゃ

が
出で

て

お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
フ
リ
カ
だ
っ
た
。［
２
］

　

そ
れ
を
聞き

い
て
い
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女じ

ょ

優ゆ
う

の
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー

ン
が
「
私わ

た
しが

個こ

人じ
ん

と
し
て
、
一い

ち

万ま
ん

米べ
い

ド
ル
を
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つし

ま
す
。
そ

れ
で
オ
リ
セ
ッ
ト
の
蚊か

帳や

を
購こ

う

入に
ゅ
うし

て
配は

い

布ふ

し
て
ほ
し
い
。
他ほ

か

に
も
賛さ

ん

同ど
う

す
る
方か

た

は
い
ま
せ
ん
か
」
と
呼よ

び
か
け
た
。
そ
の
呼よ

び
か
け
に
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
な
ど
が
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に

賛さ
ん

同ど
う

し
、
そ
の
場ば

で
１
０
０
万ま

ん

ド
ル
、
１
億お

く

円え
ん

相そ
う

当と
う

の
寄き

付ふ

が
集あ

つ

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
は
蚊か

帳や

を
作つ

く

る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
糸い

と

に

防ぼ
う

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

を
練ね

り
込こ

み
、
そ
れ
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
表

ひ
ょ
う

面め
ん

に
染し

み
出だ

し
て
、

５
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも

防ぼ
う

虫ち
ゅ
う

効こ
う

果か

を
持も

つ
と
い
う
製せ

い

品ひ
ん

で
、
日に

本ほ
ん

の
住す

み

友と
も

化か

学が
く

が
開か

い

発は
つ

し
た
。

　

ダ
ボ
ス
会か

い

議ぎ

の
前ぜ

ん

年ね
ん

に
、オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
は
米べ

い

国こ
く

の
『
Ｔ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
』
誌し

か
ら
、
＂
Ｍ
ｏ
ｓ
ｔ　

Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｉ

ｎ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＂
（
最も

っ
と

も
驚お

ど
ろ

く
べ
き
発は

つ

明め
い

）
の
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを

受う

け
て
お
り
、
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
ー
ン
が
「
オ
リ
セ
ッ
ト
の
蚊か

帳や

を
」
と
言い

い
出だ

し
た
の
は
、
こ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
有ゆ

う

名め
い

に

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

ダ
ボ
ス
会か

い

議ぎ

に
招

し
ょ
う

待た
い

さ
れ
て
い
た
住す

み

友と
も

化か

学が
く

社し
ゃ

長ち
ょ
う・

米よ
ね

倉く
ら

マ
ラ
リ
ア
と
戦た

た
か

う

　
　
　
　

日に

本ほ
ん

の
蚊か

帳や

２０１７年
ねん

７月
がつ

１６日
にち

版
ばん

弘ひ
ろ

昌ま
さ

は
、
こ
の
光こ

う

景け
い

を
見み

て
い
て
、「
こ
れ
だ
け
多お

お

く
の
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの

人ひ
と

々び
と

に
、
う
ち
の
蚊か

帳や

は
期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
の
か
」
と

思お
も

っ
た
。「
こ
れ
は
う
ち
と
し
て
も
ひ
と
つ
、
覚か

く

悟ご

を
も
っ
て
世せ

界か
い

の
期き

待た
い

に
応こ

た

え
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
な
」
と
決け

っ

心し
ん

し
た
。

　
こ
こ
ま
で
来く

る
ま
で
に
は
、
住す

み

友と
も

化か

学が
く

の
中な

か

で
多お

お

く
の
人ひ

と

々び
と

に
よ
る
１
０
数す

う

年ね
ん

に
わ
た
る
悪あ

く

戦せ
ん

苦く

闘と
う

が
あ
っ
た
。
発ほ

っ

端た
ん

は
、

か
つ
て
住す

み

友と
も

化か

学が
く

が
世せ

界か
い

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
し
て
売う

っ
て
い

た
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

の
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

ス
ミ
オ
ス
チ
ン
が
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
売う

り

上あ

げ
を
減へ

ら
し
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
戦せ

ん

後ご

の
早は

や

い
時じ

期き

に
、
下げ

水す
い

溝こ
う

整せ
い

備び

な
ど
蚊か

の

発は
っ

生せ
い

源げ
ん

対た
い

策さ
く

と
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

散さ
ん

布ぷ

に
よ
り
、
マ
ラ
リ
ア
撲ぼ

く

滅め
つ

に
成せ

い

功こ
う

し
て
い
た
。
し
か
し
広こ

う

大だ
い

な
ア
フ
リ
カ
大た

い

陸り
く

で
発は

っ

生せ
い

源げ
ん

対た
い

策さ
く

も
不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

な
ま
ま
、
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

を
撒ま

き
続つ

づ

け
て
い
て
、
い
つ

か
は
マ
ラ
リ
ア
撲ぼ

く

滅め
つ

に
成せ

い

功こ
う

す
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
ん
な
疑ぎ

問も
ん

が
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

の
政せ

い

府ふ

援え
ん

助じ
ょ

を
減へ

ら
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　

海か
い

外が
い

農の
う

薬や
く

事じ

業ぎ
ょ
うを

担た
ん

当と
う

し
て
い
た
川か

わ

崎さ
き

修し
ゅ
う

二じ

は
、
こ
の
苦く

境き
ょ
うを

乗の

り
切き

る
術す

べ

は
な
い
か
と
、
旧

き
ゅ
う

知ち

の
世せ

界か
い

の
熱ね

っ

帯た
い

医い

学が
く

の
権け

ん

威い

的て
き

存そ
ん

在ざ
い

で
あ
る
英え

い

国こ
く

の
医い

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

の
カ
ー
チ
ス
博は

か

士せ

に
相そ

う

談だ
ん

し
た
。
博は

か

士せ

の
答こ

た

え
に
川か

わ

崎さ
き

は
驚お

ど
ろい

た
。

　
あ
な
た
が
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ら
み
ん
な
知し

っ
て
い
る
か
と
思お

も
っ
た
。

今い
ま

、
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
る
の
は
蚊か

帳や

を
使つ

か
っ
た
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

で

す
よ
。［
１
，　
３
６
６
］

　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
生せ

い

活か
つ

の
智ち

恵え

で
あ
る
蚊か

帳や

が
、
マ
ラ
リ

ア
対た

い

策さ
く

と
し
て
注

ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
も
、
博は

か

士せ

は

そ
の
蚊か

帳や

に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

を
染し

み
こ
ま
せ
て
お
け
ば
、
蚊か

の
絶ぜ

っ

対た
い

数す
う

を
減へ

ら
し
て
い
け
る
、
と
い
う
。

　

川か
わ

崎さ
き

の
下も

と

で
研け

ん

究き
ゅ
うに

従
じ
ゅ
う

事じ

し
て
い
た
伊い

藤と
う

高た
か

明あ
き

も
、
ア
メ
リ

カ
の
国こ

く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
うが

殺さ
っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

に
浸ひ

た

し
た
蚊か

帳や

を
使つ

か

っ
て
、
住

じ
ゅ
う

３
．
分ぶ

ん

子し

レ
ベ
ル
の
設せ

っ

計け
い

民み
ん

参さ
ん

加か

の
実じ

っ

験け
ん

を
始は

じ

め
て
い
る
、
と
い
う
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
つ
か
ん
で
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
蚊か

帳や

は
単た

ん

に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
溶よ

う

液え
き

に
浸ひ

た

し
た

だ
け
で
、
半は

ん

年と
し

ご
と
に
そ
れ
を
繰く

り
返か

え

す
「
再さ

い

処し
ょ

理り

」
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

の
普ふ

通つ
う

の
人ひ

と

が
、
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
液え

き

で
蚊か

帳や

を
処し

ょ

理り

す
る
こ
と
自じ

体た
い

が
、
常

じ
ょ
う

識し
き

的て
き

に
考か

ん
が
え
て
あ
り
得え

な
い
行こ

う

動ど
う

や

な
。
本ほ

ん

気き

な
の
か
、
こ
の
や
り
方か

た

は
。

　

伊い

藤と
う

は
樹じ

ゅ

脂し

の
中な

か

に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

を
練ね

り
込こ

ん
で
、
す
こ
し
づ

つ
滲に

じ

み
出で

て
く
る
よ
う
に
す
れ
ば
、「
再さ

い

処し
ょ

理り

」
な
ど
し
な
く

と
も
長な

が

く
使つ

か

え
る
蚊か

帳や

が
作つ

く

れ
る
の
で
は
、
と
思お

も

い
つ
い
た
。

そ
こ
で
樹じ

ゅ

脂し

や
製せ

い

造ぞ
う

工こ
う

程て
い

に
詳く

わ

し
い
奥お

く

野の

武た
け
しに

相そ
う

談だ
ん

し
た
。

奥お
く

野の

は
初は

じ

め
は
、
そ
ん
な
も
の
は
商

し
ょ
う

売ば
い

に
は
な
ら
な
い
、
と
乗の

り
気き

で
は
な
か
っ
た
が
、
熱ね

っ

心し
ん

な
伊い

藤と
う

に
根こ

ん

負ま

け
し
て
開か

い

発は
つ

を

始は
じ

め
た
。

　

奥お
く

野の

は
、
繊せ

ん

維い

の
中な

か

に
練ね

り
込こ

ま
れ
た
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
分ぶ

ん

子し

が

ど
の
よ
う
な
温お

ん

度ど

で
ど
う
動う

ご

く
の
か
ま
で
検け

ん

討と
う

し
て
、
樹じ

ゅ

脂し

の

仕し

様よ
う

や
製せ

い

造ぞ
う

方ほ
う

法ほ
う

を
検け

ん

討と
う

し
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
何な

ん

年ね
ん

も
殺さ

っ

虫
ち
ゅ
う

効こ
う

果か

が
続つ

づ

く
樹じ

ゅ

脂し

を
作つ

く

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
伊い

藤と
う

は
、
暑あ

つ

い
ア
フ
リ
カ
で
蚊か

帳や

の
中な

か

を
少す

こ

し
で
も

涼す
ず

し
く
す
る
た
め
の
編あ

み
目め

の
大お

お

き
さ
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
蚊か

は
編あ

み
目め

を
通つ

う

過か

し
よ
う
と
す
る
時と

き

、
羽は

ね

を
広ひ

ろ

げ
た
状

じ
ょ
う

態た
い

で

通と
お

ろ
う
と
す
る
事こ

と

を
発は

っ

見け
ん

し
、
マ
ラ
リ
ア
を
媒ば

い

介か
い

す
る
ハ
マ
ダ

ラ
カ
は
日に

本ほ
ん

の
蚊か

よ
り
も
一ひ

と

回ま
わ

り
大お

お

き
い
事こ

と

か
ら
、
編あ

み
目め

を

少す
こ

し
大お

お

き
く
す
る
事こ

と

と
し
た
。

　
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
蚊か

帳や

を
外が

い

務む

省し
ょ
うの

Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政せ

い

府ふ

開か
い

発は
つ

援え
ん

助じ
ょ

）
担た

ん

当と
う

者し
ゃ

や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国こ

く

際さ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

）
に

説せ
つ

明め
い

し
た
が
、
そ
の
良よ

さ
は
理り

解か
い

が
難む

ず
かし

く
、
反は

ん

応の
う

は
鈍に

ぶ

か
っ

た
。
川か

わ

崎さ
き

は
現げ

ん

地ち

で
こ
の
蚊か

帳や

の
効こ

う

果か

を
実じ

っ

証し
ょ
うす

る
こ
と
が

必ひ
つ

要よ
う

と
考か

ん
が

え
、「
小

し
ょ
う

規き

模ぼ

援え
ん

助じ
ょ

」
に
着

ち
ゃ
く

目も
く

し
た
。
各か

く

途と

上じ
ょ
う

国こ
く

の
日に

本ほ
ん

大た
い

使し

が
少

し
ょ
う

額が
く

の
人じ

ん

道ど
う

支し

援え
ん

を
大た

い

使し

権け
ん

限げ
ん

で
実じ

っ

施し

で
き

る
と
い
う
仕し

組く

み
で
あ
る
。

　
こ
の
仕し

組く

み
を
使つ

か
っ
て
、
５
年ね

ん

ほ
ど
の
間あ

い
だに

４
３
カ
国こ

く

に
わ

た
っ
て
、
数す

う

十じ
ゅ
っ

帳ち
ょ
うか

ら
時と

き

に
は
千せ

ん

帳ち
ょ
うも

の
蚊か

帳や

が
現げ

ん

地ち

で
使つ

か

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
の
院い

ん

内な
い

感か
ん

染せ
ん

が
明あ

き

ら
か
に

１
．「
こ
れ
だ
け
多お

お

く
の
世せ

界か
い

中じ
ゅ
う
の

         

人ひ
と

々び
と

に
、
う
ち
の
蚊か

帳や

は

         

期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
の
か
」

減げ
ん

少し
ょ
うし

た
、
と
い
う
報ほ

う

告こ
く

も
６
カ
国こ

く

か
ら
あ
が
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
思お

も

わ
ぬ
所と

こ
ろ

か
ら
横よ

こ

や
り
が
入は

い

っ
た
。
マ
ラ
リ
ア

対た
い

策さ
く

に
取と

り
組く

ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
の
国こ

く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
うか

ら
、

１
９
９
０
年ね

ん

に
ク
レ
ー
ム
が
届と

ど

い
た
の
で
あ
る
。

　

自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
せ
っ
か
く
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

を
「
含が

ん

浸し
ん

す
る
タ
イ
プ
の

蚊か

帳や

」
を
広ひ

ろ

め
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
住

じ
ゅ
う

民み
ん

自じ

身し
ん

で
の
「
再さ

い

処し
ょ

理り

」
習

し
ゅ
う

慣か
ん

を
根ね

付づ

か
せ
る
た
め
の
啓け

い

蒙も
う

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
横よ

こ

で
、「
再さ

い

処し
ょ

理り

を
し
な
く
て
よ
い
」
と
い
う
製せ

い

品ひ
ん

を
展て

ん

開か
い

す
る

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

プ
ロ
グ
ラ
ム

に
対た

い

し
て
、「
マ
イ
ナ
ス
の
影え

い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
る
製せ

い

品ひ
ん

」
の
展て

ん

開か
い

は

や
め
て
ほ
し
い
。［
１
，
６
７
７
］

　

国こ
く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
うが

広ひ
ろ

め
よ
う
と
し
て
い
た
蚊か

帳や

は
、
単た

ん

に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
溶よ

う

液え
き

に
漬つ

け
て
、
繊せ

ん

維い

の
表

ひ
ょ
う

面め
ん

に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

が
付ふ

着ち
ゃ
くし

て
い
る
だ
け
の
従

じ
ゅ
う

来ら
い

型が
た

の
も
の
だ
。
半は

ん

年と
し

も
す
る
と
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

が
消き

え
失う

せ
て
、
効こ

う

果か

も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、

半は
ん

年と
し

ご
と
に
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
溶よ

う

液え
き

に
含が

ん

浸し
ん

す
る
と
い
う
「
再さ

い

処し
ょ

理り

」

が
必ひ

つ

要よ
う

だ
っ
た
。
そ
れ
を
い
か
に
ア
フ
リ
カ
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

に
さ
せ
る

か
、
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
。

　
マ
ラ
リ
ア
退た

い

治じ

を
真し

ん

の
目も

く

的て
き

と
し
て
い
れ
ば
、
再さ

い

処し
ょ

理り

を

必ひ
つ

要よ
う

と
し
な
い
住す

み

友と
も

化か

学が
く

の
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
の
登と

う

場じ
ょ
うは

両
り
ょ
う

手て

を
あ
げ
て
歓か

ん

迎げ
い

す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国こ

く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
うの

担た
ん

当と
う

者し
ゃ

た
ち
は
、
そ
ん
な
事こ

と

を
し
た
ら
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
が

今い
ま

ま
で
進す

す

め
て
き
た
対た

い

策さ
く

を
否ひ

定て
い

す
る
こ
と
に
な
る
、
と
考か

ん
が

え

た
の
だ
ろ
う
。

　
い
か
に
も
唯ゆ

い

我が

独ど
く

尊そ
ん

、
不ふ

合ご
う

理り

な
主し

ゅ

張ち
ょ
うだ

が
、
米べ

い

国こ
く

の
国こ

く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
うは

世せ

界か
い

の
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

の
主し

ゅ

導ど
う

権け
ん

を
握に

ぎ

っ
て
い

た
。
そ
の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くで

、
各か

っ

国こ
く

か
ら
の
注

ち
ゅ
う

文も
ん

は
減へ

っ
て
い
っ
た
。

今い
ま

ま
で
事じ

業ぎ
ょ
うを

担に
な

っ
て
き
た
川か

わ

崎さ
き

も
奥お

く

野の

も
他た

の
部ぶ

署し
ょ

へ
の
異い

動ど
う

を
命め

い

ぜ
ら
れ
た
。
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
の
先さ

き

行ゆ

き
は
真ま

っ
暗く

ら

に
な
っ
た
。

　
一ひ

と

人り

、
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
事じ

業ぎ
ょ
うに

残の
こ

っ
た
伊い

藤と
う

は
、
そ
れ

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
あ
な
た
が
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん
な
ら

         

み
ん
な
知し

っ
て
い
る
か
と
思お

も
っ
た
」

で
も
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
今い

ま

ま
で
の
各か

く

地ち

で
の
適て

き

用よ
う

成せ
い

果か

を

レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

構こ
う

）
の
認に

ん

定て
い

を
受う

け
れ
ば
、
道み

ち

は
開ひ

ら

け
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考か

ん
が

え
た
。

認に
ん

定て
い

に
は
３
年ね

ん

の
年ね

ん

月げ
つ

と
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

円え
ん

の
費ひ

用よ
う

が
か
か
る
。
伊い

藤と
う

は
新あ

た
ら

し
い
上

じ
ょ
う

司し

を
説せ

っ

得と
く

し
て
、
な
ん
と
か
申し

ん

請せ
い

の
許き

ょ

可か

を

貰も
ら

っ
た
。

　

そ
の
申し

ん

請せ
い

を
受う

け
取と

っ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
職

し
ょ
く

員い
ん

、
ピ
エ
ー
ル
・

ギ
エ
博は

か

士せ

は
ル
ワ
ン
ダ
人じ

ん

の
学が

く

生せ
い

ス
タ
ッ
フ
を
呼よ

ん
で
聞き

い
た
。

「
こ
の
申し

ん

請せ
い

は
、ス
ミ
ト
モ
か
ら
の
あ
の
蚊か

帳や

か
」「
ド
ク
タ
ー・

ピ
エ
ー
ル
。
間ま

違ち
が

い
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
日に

本ほ
ん

の
ス
ミ
ト
モ
の
、

オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
と
い
う
蚊か

帳や

で
す
」

　

ピ
エ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
開か

い

発は
つ

研け
ん

究き
ゅ
う

局き
ょ
くの

出
し
ゅ
っ

身し
ん

で
、
以い

前ぜ
ん

か
ら
ア
フ
リ
カ
の
現げ

ん

地ち

で
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

活か
つ

動ど
う

に
つ
い
て
研け

ん

究
き
ゅ
う

を
積つ

み
重か

さ

ね
て
い
た
。
そ
の
学が

く

生せ
い

ス
タ
ッ
フ
が
、
あ
る
日ひ

、
持も

ち
帰か

え
っ
た
蚊か

帳や

を
見み

て
、「
こ
れ
は
、
珍め

ず
らし

い
製せ

い

品ひ
ん

が
あ
っ
た
も

の
だ
ね
」
と
ピ
エ
ー
ル
は
感か

ん

心し
ん

し
た
。
そ
れ
は
川か

わ

崎さ
き

の
時じ

代だ
い

に

少し
ょ
う

額が
く

無む

償し
ょ
う

援え
ん

助じ
ょ

で
各か

く

地ち

に
ば
ら
撒ま

い
た
オ
リ
セ
ッ
ト
蚊か

帳や

の

ひ
と
つ
だ
っ
た
。

　
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

の
現げ

ん

地ち

で
の
実じ

っ

態た
い

を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
て
い

た
ピ
エ
ー
ル
は
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

に
従

じ
ゅ
う

来ら
い

型が
た

の
蚊か

帳や

を
再さ

い

処し
ょ

理り

さ
せ
る
こ

と
が
、
そ
の
普ふ

及き
ゅ
うの

妨さ
ま
た

げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理り

解か
い

し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
時と

き

の
事こ

と

を
思お

も

い
出だ

し
な
が
ら
、
ピ
エ
ー
ル
は
思お

も
っ
た
。

　
そ
う
か
。
あ
の
蚊か

帳や

が
つ
い
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
認に

ん

定て
い

の
申し

ん

請せ
い

を
よ

こ
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
か
。
今い

ま

の
動う

ご

き
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

は
大お

お

き
な
潮し

お

目め

の
変へ

ん

化か

に
な
り
得う

る
か
も
し
れ
な
い
。［
１
，　

８
１
６
］

　

２
０
０
１
年ね

ん

春は
る

、ピ
エ
ー
ル
か
ら
伊い

藤と
う

に
メ
ー
ル
が
入は

い
っ
た
。

オ
リ
セ
ッ
ト
の
件け

ん

で
話は

な
し

が
し
た
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
来ら

い

日に
ち

し
た
ピ
エ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
語ご

訛な
ま

り
の
英え

い

語ご

で
伊い

藤と
う

に
言い

っ

た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
今い

ま

、
マ
ラ
リ
ア
対た

い

策さ
く

蚊か

帳や

に
つ
い
て
、
大お

お

き
な
方ほ

う

向こ
う

転て
ん

換か
ん

を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
再さ

い

処し
ょ

理り

を
行

お
こ
な

わ
せ
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
啓け

い

蒙も
う

を
図は

か

る
こ
と
を
目め

指ざ

し
て
き
ま
し
た
。
だ
が
今い

ま

、
よ
う
や
く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経へ

て
い
て
は
、
普ふ

及き
ゅ
うが
進す

す

ま
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
合ご

う

意い

と
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
そ
う
遠と

お

く
な
い
将

し
ょ
う

来ら
い

、
長

ち
ょ
う

期き

残ざ
ん

効こ
う

蚊か

帳や

、
つ
ま

り
再さ

い

処し
ょ

理り

を
し
な
く
て
も
、
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

に
わ
た
っ
て
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

効こ
う

果か

が
残の

こ

る
も
の
を
推す

い

奨し
ょ
うす
る
方ほ

う

向こ
う

に
舵か

じ

を
切き

り
替か

え
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
に
、
あ
な
た
が
た
の
オ
リ
セ
ッ
ト
の
蚊か

帳や

は
、

現げ
ん

時じ

点て
ん

で
最も

っ
と
も
性せ

い

能の
う

面め
ん

で
優す

ぐ

れ
て
い
る
蚊か

帳や

で
あ
る
と
理り

解か
い

せ
ざ
る
を
得え

ま
せ
ん
。［
１
，　
８
５
０
］

　

同ど
う

年ね
ん

１
０
月が

つ

、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
長

ち
ょ
う

期き

残ざ
ん

効こ
う

蚊か

帳や

」
と
い
う
新

あ
た
ら

し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
創そ

う

設せ
つ

し
、
そ
の
第だ

い

一い
ち

号ご
う

認に
ん

可か

品ひ
ん

と
し
て

オ
リ
セ
ッ
ト
を
推す

い

奨し
ょ
うし

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
新し

ん

カ
テ
ゴ
リ
ー
ま
で

創そ
う

設せ
つ

し
て
推す

い

奨し
ょ
うす

る
の
は
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の
こ
と
だ
っ
た
。
同ど

う

時じ

に
「
フ
ィ
ー
ル
ド
評

ひ
ょ
う

価か

用よ
う

」
と
し
て
、
７
万ま

ん

帳ち
ょ
うも

の
発は

っ

注ち
ゅ
うを

し

　

住す
み

友と
も

化か

学が
く

の
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
は
「
売う

り
手て

良よ

し
、買か

い
手て

良よ

し
、

世せ

間け
ん

良よ

し
」の「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」
経け

い

営え
い

の
世せ

界か
い

的て
き

な
成せ

い

功こ
う

事じ

例れ
い

と
な
っ
た
。

６
．
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

の

        

推す
い

奨し
ょ
う

と
大た

い

量り
ょ
う

注
 
ち
ゅ
う文 
も
ん

５
．「
こ
の
申し

ん

請せ
い

は
、
ス
ミ
ト
モ

         

か
ら
の
あ
の
蚊か

帳や

か
」

７
．「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
無む

償し
ょ
う

で
う
ち
の

         

技ぎ

術じ
ゅ
つ

が
欲ほ

し
い
と

         

い
っ
て
い
る
と
？
」

て
き
た
。
今い

ま

ま
で
の
膠こ

う

着ち
ゃ
く

在ざ
い

庫こ

が
一い

っ

掃そ
う

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

大だ
い

至し

急き
ゅ
う、

増ぞ
う

産さ
ん

体た
い

制せ
い

を
作つ

く

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

伊い

藤と
う

は
上

じ
ょ
う

司し

に
掛か

け
合あ

っ
て
奥お

く

野の

を
戻も

ど

し
て
貰も

ら
っ
た
。
奥お

く

野の

は
事じ

態た
い

の
急

き
ゅ
う

進し
ん

展て
ん

に
驚お

ど
ろい

た
が
、
大だ

い

車し
ゃ

輪り
ん

で
動う

ご

い
て
、
年ね

ん

間か
ん

１
０
万ま

ん

帳ち
ょ
うの

生せ
い

産さ
ん

体た
い

制せ
い

を
整と

と
の

え
た
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
さ
ら
に
オ
リ
セ
ッ
ト
の
急

き
ゅ
う

速そ
く

な
普ふ

及き
ゅ
うを

促そ
く

進し
ん

す
る

た
め
に
、
矢や

継つ

ぎ
早ば

や

に
手て

を
打う

っ
て
き
た
。

　
す
ば
ら
し
い
技ぎ

術じ
ゅ
つで
あ
る
オ
リ
セ
ッ
ト
の
技ぎ

術じ
ゅ
つを
、
ア
フ
リ

カ
で
現げ

ん

地ち

生せ
い

産さ
ん

で
き
る
よ
う
、
で
き
れ
ば
無む

償し
ょ
うで
蚊か

帳や

生せ
い

産さ
ん

技ぎ

術じ
ゅ
つを
供

き
ょ
う

与よ

し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
よ
り
生せ

い

産さ
ん

規き

模ぼ

を
拡か

く

大だ
い

し
、
安や

す

く
大た

い

量り
ょ
うの
蚊か

帳や

を
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うで
き
る
体た

い

制せ
い

を
構こ

う

築ち
く

し
た
い
。

［
１
，　
９
３
０
］

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
安や

す

く
大た

い

量り
ょ
うの

蚊か

帳や

を
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うで

き
る
体た

い

制せ
い

」
の

メ
ン
バ
ー
も
揃そ

ろ

え
て
い
た
。
住す

み

友と
も

化か

学が
く

が
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

、
エ
ク
ソ

ン
モ
ー
ビ
ル
が
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
樹じ

ゅ

脂し

を
提て

い

供き
ょ
うし

、
技ぎ

術じ
ゅ
つ

供き
ょ
う

与よ

さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
現げ

ん

地ち

の
製せ

い

造ぞ
う

委い

託た
く

先さ
き

が
蚊か

帳や

を
製せ

い

造ぞ
う

す
る
。

そ
れ
を
ユ
ニ
セ
フ
が
買か

い
上あ

げ
、Ｐ
Ｓ
Ｉ
（
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン・

サ
ー
ビ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
が
マ
ラ
リ
ア
の
感か

ん

染せ
ん

地ち

域い
き

に
配は

い

布ふ

・
啓け

い

蒙も
う

を
行お

こ
な

う
、
と
い
う
体た

い

制せ
い

で
あ
る
。

　
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
無む

償し
ょ
うで

う
ち
の
技ぎ

術じ
ゅ
つが

欲ほ

し
い
と
い
っ
て
い
る

と
？
」
と
、
社し

ゃ

長ち
ょ
うの

米よ
ね

倉く
ら

弘ひ
ろ

昌ま
さ

は
上

じ
ょ
う

申し
ん

書し
ょ

に
目め

を
留と

め
た
。

技ぎ

術じ
ゅ
つで

商
し
ょ
う

売ば
い

を
し
て
き
た
住す

み

友と
も

化か

学が
く

が
タ
ダ
で
外が

い

部ぶ

に
技ぎ

術
じ
ゅ
つ

を
出だ

す
な
ど
前ぜ

ん

代だ
い

未み

聞も
ん

だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
と
米よ

ね

倉く
ら

は
考か

ん
が

え
た
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

料り
ょ
うを

タ
ダ
に
し
て
も
、

そ
の
分ぶ

ん

、
製せ

い

品ひ
ん

価か

格か
く

が
下さ

が
り
、
販は

ん

売ば
い

量り
ょ
うが

増ふ

え
れ
ば
、
殺さ

っ

虫ち
ゅ
う

剤ざ
い

の
販は

ん

売ば
い

だ
け
で
も
利り

益え
き

は
確か

く

保ほ

で
き
る
だ
ろ
う
。
な
に

よ
り
、
そ
れ
だ
け
多お

お

く
の
マ
ラ
リ
ア
患か

ん

者じ
ゃ

を
減へ

ら
せ
る
し
、
現げ

ん

地ち

生せ
い

産さ
ん

に
よ
っ
て
現げ

ん

地ち

の
雇こ

用よ
う

も
生う

み
出だ

せ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
で
の
製せ

い

造ぞ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

移い

転て
ん

先さ
き

と
し
て
、
ピ
エ
ー
ル
か

ら
の
紹

し
ょ
う

介か
い

も
あ
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
企き

業ぎ
ょ
う、

Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ
が
選え

ら

ば

れ
た
。
住す

み

友と
も

化か

学が
く

が
設せ

つ

備び

投と
う

資し

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
機き

械か
い

の
調

ち
ょ
う

達た
つ

先さ
き

の
紹

し
ょ
う

介か
い

、
ラ
イ
ン
作づ

く

り
、
作さ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

の
指し

導ど
う

ま
で
行

お
こ
な

っ
た
。

　

や
っ
と
の
こ
と
で
生せ

い

産さ
ん

ラ
イ
ン
を
設せ

っ

置ち

し
、
し
ば
ら
く
経た

っ

て
か
ら
、
住す

み

友と
も

化か

学が
く

の
指し

導ど
う

員い
ん

が
訪ほ

う

問も
ん

し
て
み
る
と
、
工こ

う

場
じ
ょ
う

の
床ゆ

か

は
散さ

ん

乱ら
ん

し
、
物も

の

も
乱ら

ん

雑ざ
つ

に
置お

か
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うか

ら
、
指し

導ど
う

を
繰く

り
返か

え

し
、
２
０
０
５
年ね

ん

に
は
３
０
０
万ま

ん

帳ち
ょ
うへ

と
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
米よ

ね

倉く
ら

が
ダ
ボ
ス
会か

い

議ぎ

で
「
こ
れ
だ
け
多お

お

く
の
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの

人ひ
と

々び
と

に
、
う
ち
の
蚊か

帳や

は
期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
の

か
」
と
感か

ん

じ
た
の
は
、
こ
の
頃こ

ろ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
は
再さ

い

三さ
ん

に
わ
た
り
、
オ
リ
セ
ッ
ト
の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

能の
う

力り
ょ
くを

年ね
ん

産さ
ん

数す
う

千せ
ん

万ま
ん

帳ち
ょ
うに

増ぞ
う

強き
ょ
うし

て
欲ほ

し
い
と
の
要よ

う

求き
ゅ
うが

来き

て
い

た
。増ぞ

う

産さ
ん

の
た
め
に
、現げ

ん

地ち

で
の
も
う
一ひ

とつ
の
製せ

い

造ぞ
う

会が
い

社し
ゃ

と
し
て
、

（３） ２０１７年第４８０６号 	 ７月	２９日	（土曜日）

Ａ
ｔ
ｏ
Ｚ
社し

ゃ

の
グ
ル
ー
プ
会か

い

社し
ゃ

と
住す

み

友と
も

化か

学が
く

の
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
作つ

く
っ
た
。

　
こ
う
し
た
思お

も

い
切き

っ
た
増ぞ

う

産さ
ん

に
よ
り
、
現げ

ん

在ざ
い

、
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
生せ

い

産さ
ん

能の
う

力り
ょ
くは

年ね
ん

間か
ん

３
０
０
０
万ま

ん

帳ち
ょ
うに

達た
っ

し
、
最さ

い

大だ
い

７
千せ

ん

人に
ん

も
の
雇こ

用よ
う

機き

会か
い

を
生う

み
出だ

し
て
い
る
。
な
に
よ

り
も
オ
リ
セ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
や
そ
の
他ほ

か

の
対た

い

策さ
く

の
効こ

う

果か

も
あ

い
ま
っ
て
、
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死し

者し
ゃ

は
か
つ
て
の
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

規き

模ぼ

か
ら
現げ

ん

在ざ
い

で
は
６
０
万ま

ん

人に
ん

レ
ベ
ル
に
減げ

ん

少し
ょ
うし

て
い

る
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』
で
は
「
売う

り
手て

良よ

し
、
買か

い
手て

良よ

し
、
世せ

間け
ん

良よ

し
」
の
「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」

経け
い

営え
い

が
日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

の
本ほ

ん

質し
つ

だ
と
説と

い
た
が
、
オ
リ
セ
ッ

ト
ネ
ッ
ト
は
そ
の
世せ

界か
い

的て
き

な
成せ

い

功こ
う

事じ

例れ
い

と
言い

え
よ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．　

浅あ
さ

枝え
だ

敏と
し

行ゆ
き

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、
ア
フ
リ
カ

で
蚊か

帳や

を
売う

る
：　

な
ぜ
、
日に

っ

本ぽ
ん

企き

業ぎ
ょ
うの

防ぼ
う

虫ち
ゅ
う

蚊か

帳や

が

ケ
ニ
ア
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
と
れ
た
の
か
？
』、
東と

う

洋よ
う

経け
い

済ざ
い

８
．「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」
経け

い

営え
い

の

          

世せ

界か
い

的て
き

な
成せ

い

功こ
う

事じ

例れ
い

新し
ん

報ぽ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７

２
．　

Ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｉ
ａ　

ｃ
ａ
ｓ
ｅ
ｓ　
ａ
ｎ
ｄ　

ｄ

ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｓ
，　

Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ

ａ
ｌ　

Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ　

Ｏ

ｂ
ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ　

（
Ｇ
Ｈ
Ｏ
）　

ｄ
ａ
ｔ
ａ

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ｗ
ｈ
ｏ
．
ｉ
ｎ
ｔ
／
ｇ
ｈ
ｏ

／
ｍ
ａ
ｌ
ａ
ｒ
ｉ
ａ
／
ｅ
ｐ

ｉ
ｄ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
／
ｅ
ｎ
／

４
．
ア
メ
リ
カ
国こ

く

際さ
い

開か
い

発は
つ

庁ち
ょ
う

        

か
ら
の
ク
レ
ー
ム

オリセットネットの使
し

用
よう

風
ふう

景
けい

【住
すみ

友
とも

化
か

学
がく

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

公
こう

式
しき

ＨＰ、オリセット®ネット開
かい

発
はつ

プロジェクト（http://
www.saiyo-sc.com/project/olysetnet.html）より】

オリセットネットの製
せい

造
ぞう

風
ふう

景
けい

【住
すみ

友
とも

化
か

学
がく

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

公
こう

式
しき

ＨＰ、オリセット®ネット開
かい

発
はつ

プロ
ジェクト（http://www.saiyo-sc.com/project/olysetnet.html）より】
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Resumo 

Morita diz que até o 
último dia do torneio 
de julho em Nagoya, 
não se sabia quem seria 
o ganhador. Hakuho, 
grande campeão da ca-
tegoria Yokozuna, lide-
rou sozinho o torneio 
de 15 dias até o dia da 
final. Com o título em 
jogo, ele enfrentou Ha-
rumafuji, outro grande 
campeão da categoria 
Yokozuna. Uma bata-
lha de titãs na qual ape-
nas um poderia preva-
lecer. A vitória acabou 
sendo de Hakuho, que 
conquistou dois campe-
onatos seguidos e 39 no 
total.
Hakuho não ganhou 
apenas a Copa do Im-
perador no torneio de 
Nagoya, mas também 
fez história no proces-
so. No décimo terceiro 
dia, ele venceu Takaya-
su, campeão da catego-
ria Ozeki, completando 
1.048 vitórias em sua 
carreira. Este núme-
ro superou o recorde 
do ex-campeão Ozeki 
Kaio, e fez de Hakuho 
o lutador sumô com o 
maior número de vitó-
rias no esporte. Quando 
o torneio acabou, ele 
havia conquistado mais 

Ministra da Defesa do Japão 
renuncia

No Comentário de hoje, vamos ouvir Hiro Morita, da 
NHK World, que faz um resumo do Grande Torneio de 
Sumô de Nagoya, que terminou no dia 23 de julho.

duas vitórias. 
Com isto, Hakuho, 
grande campeão nas-
cido na Mongólia, re-
gistrou 1.050 vitórias e 
ainda está com 32 anos 
e em plena forma, dan-
do sinais de que ainda 
tem muito para mostrar.
Além disso, Hakuho foi 
o centro das atenções 
desde a fase inicial. 
A maioria dos outros 
lutadores de destaque 
teve dificuldades em 
alcançar bons resulta-
dos. Por exemplo, outro 
Yokozuna, Kakuryu, 
saiu do torneio com 
uma contusão no torno-
zelo. Outro Yokozuna, 
Kisenosato, também 
saiu do torneio no quin-
to dia pelo mesmo mo-
tivo.
Kisenosato agora ficou 
de fora das competi-
ções por dois torneios 
consecutivos e pensa 
em não voltar a com-
petir até que esteja ple-
namente recuperado 
de suas contusões. Isto 
pode significar a não 
participação no próxi-
mo torneio em setem-
bro. Neste caso, os fãs 
teriam que esperar até 
o torneio de novembro 
para ver Kisenosato 

competir.
Muitas atenções se 
voltaram para conferir 
se Takayasu, poderia 
conquistar a Copa do 
Imperador em sua pri-
meira participação logo 
após ter sido promovi-
do à categoria de cam-
peão Ozeki. Hakuho foi 
o último lutador a con-
quistar esta meta em 
maio de 2006. Talvez 
as expectativas foram 
muito altas e precipita-
das. Takayasu começou 
bem, contudo no meio 
do torneio ele come-
çou a ter dificuldades. 
Ele perdeu 5 das 7 úl-
timas lutas, encerrando 
o campeonato com o 
resultado de 9 vitórias e 
6 derrotas. Podemos ter 
a certeza de que ele está 
ansioso por uma revan-
che. Esperamos que ele 
mostre um desempenho 
mais constante. 
Da próxima vez, o tor-
neio retorna à Tóquio. 
Hakuko tentará vencer 
seu quadragésimo tí-
tulo. Todos os outros 
lutadores farão o que 
puderem para assegurar 
que ele não o consiga. 
O torneio de outono co-
meça no dia 10 de se-
tembro.

Tomomi Inada deixará 
o cargo de ministra da 
Defesa do Japão após 
renunciar assumindo 
a responsabilidade por 
uma controvérsia que 
gira ao seu redor.
Inada disse que uma ins-
peção interna revelou a 
ilegalidade da retenção, 
por autoridades japone-
sas, de registros da mis-
são de manutenção da 
paz do Japão no Sudão 
do Sul.
Nas palavras da minis-
tra, “essa série de pro-
blemas poderia levar a 
uma desconfiança da 
população sobre a for-
ma como o Ministério 
da Defesa e as Forças de 
Autodefesa lidam com a 
divulgação de informa-

ções públicas. Repetidas 
reportagens da imprensa 
sugerem que os vaza-
mentos de informações 
vinham de dentro, e 
isso poderia desgastar a 
confiança no governo. 
Como resultado, isso 
levou a diversos proble-
mas sérios de perda de 
moral dos membros das 
Forças em seus deveres 
diários, no Japão e no 
exterior.”
A inspeção interna reve-
lou que Inada não apro-
vou a retenção de infor-
mações.
Entretanto, também afir-
mou que não se pode 
negar a possibilidade de 
ela ter sido informada de 
que as cópias existiam.
A inspeção disse que 

No dia 24 de julho, fal-
tavam exatos três anos 
para a abertura dos Jogos 
Olímpicos de Tóquio de 
2020. No Comentário 
de hoje, vamos ouvir o 
professor Hiroshi Yama-
moto, da Faculdade de 
Estudos Esportivos e da 
Saúde da Universidade 
Hosei. Ele vai nos falar 
sobre o estado atual dos 
preparativos para os jo-
gos no Japão e os desa-
fios que ainda vêm pela 
frente.
Ele diz: “Diversos pro-
blemas surgiram no ano 
passado e no ano retrasa-
do. Por exemplo, o pro-
jeto do novo Estádio Na-
cional teve que ser refeito 
e dúvidas foram lançadas 
sobre os logotipos esco-
lhidos para os jogos. Es-
tes problemas atrasaram 
o início dos preparativos 
em relação ao cronogra-
ma original determinado 
pelo Comitê Olímpico 
Internacional. Recente-
mente, foi intensamente 
debatido se governos lo-
cais que concordaram em 
sediar algumas provas 
no lugar de Tóquio de-
veriam arcar com alguns 
dos custos. Agora que a 
montanha de problemas 
está resolvida até certo 
ponto, os preparativos fi-
nalmente estão avançan-
do a todo vapor.

Os preparativos para os Jogos 
Olímpicos e Paralímpicos de 2020 
em Tóquio

Uma questão que ainda 
permanece é a seleção 
do mascote ou mascotes 
oficiais dos jogos de Tó-
quio. Esta é a primeira 
vez que o Japão vai es-
colher mascotes para os 
jogos de verão. Um con-
curso de desenhos vai ser 
promovido em breve. É 
esperado um grande nú-
mero de inscritos, o que 
deve aumentar a expecta-
tiva do público em rela-
ção aos jogos Olímpicos 
e Paralímpicos. Além 
disso, está sendo plane-
jada uma série de eventos 
sem fins lucrativos em 
todo o país ligados aos 
jogos de Tóquio.
Existem disparidades en-
tre as diferentes entidades 
esportivas quanto ao pro-
gresso dos preparativos. 
Algumas associações já 
vinham fomentando jo-
vens talentos muito antes 
de Tóquio ser escolhi-
da para sediar os jogos. 
Outras só começaram a 
treinar intensamente jo-
vens atletas depois que a 
capital japonesa foi esco-
lhida.
Neste sentido, o tênis de 
mesa é um esporte inte-
ressante de se analisar. 
Em março deste ano foi 
criada a T-League, uma 
nova organização que 
engloba a Ásia. Segundo 
as regras desta liga, uma 

do Grande Torneio 

Renúncia de ministra  28/07/2017

Jogos Olímpicos de Tóquio 　26/07/2017

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

de Sumô de Nagoya
que a Força Terrestre de 
Autodefesa decidiu de 
maneira inadequada não 
divulgar os registros em 
julho e outubro do ano 
passado, temendo que 
o número de pedidos de 
divulgação aumentasse.
A inspeção indicou o 
vice-ministro adminis-
trativo Tetsuro Kuroe 
como a pessoa que to-
mou a decisão de man-
ter a existência dos do-
cumentos em segredo, 
e ele repassou a deci-
são ao general Toshiya 
Okabe.
Inada anunciou que am-
bos irão se aposentar. 
Ela puniu eles e outros 
três funcionários do Mi-
nistério da Defesa e das 
Forças de Autodefesa.

partida dura 24 minutos, 
e aquele que no final ti-
ver a maior pontuação é 
declarado vencedor. Esta 
é uma ruptura dramática 
em relação aos regula-
mentos atuais – até ago-
ra, o vencedor era aquele 
que havia ganhado um 
certo número de sets. As 
novas regras são uma 
tentativa de deixar o es-
porte mais fácil de ser 
acompanhado e assim 
aumentar o número de 
fãs. Esta aposta do tênis 
de mesa é um exemplo 
de uma entidade esporti-
va que está olhando além 
dos jogos de 2020, e vê 
o evento como uma boa 
oportunidade para pro-
mover o esporte.
Um dos pontos fortes dos 
atletas japoneses são as 
suas habilidades e téc-
nicas avançadas que os 
tornam capazes de ter 
performances ágeis e pre-
cisas. Esta vantagem vem 
sendo cultivada através 
de competições externas 
em eventos aprovados 
recentemente tais como 
escalada esportiva e sur-
fe. Atletas japoneses pra-
ticantes destes esportes 
visam dominar o mundo 
se aproveitando deste 
ponto forte. Acredito que 
podemos ter grandes ex-
pectativas em relação a 
estes eventos.”

Manifestações são realizadas em 
Okinawa contra construção de base 
dos EUA

（５） ２０１７年第４８０６号 	 ７月	２９日	（土曜日）

Comentário　24/07/2017

Grandes manifestações 
contra a construção de 
uma base militar ameri-
cana foram realizadas na 
terça-feira na província 
de Okinawa, no sul do 
Japão.
Três meses se passaram 
desde que o escritório 
regional do Ministério 
da Defesa na província 
iniciou a construção de 
quebra-mares ao largo da 
costa de Henoko, na cida-
de de Nago.
O local será aterrado para 
a construção de uma ins-
talação alternativa para a 
Base Aérea de Futenma, 
dos fuzileiros navais nor-
te-americanos.
Uma enorme quantidade 
de rochas foi deposita-
da na água e a barreira 
tem agora cerca de 100 
metros de comprimento. 
Em uma base dos EUA 
nas proximidades, foram 
confirmados novos tra-
balhos para construção 
de uma estrada de acesso 
para a instalação de outro 
quebra-mar.
Nas águas próximas da 

construção, cerca de 100 
manifestantes em canoas 
e barcos levantaram fai-
xas pedindo pela prote-
ção do oceano. Eles en-
toaram cantos afirmando 
que a obra é ilegal e de-
veria ser interrompida.

Manifestação em Okinawa 　25/07/2017

A província de Okinawa 
ingressou com uma nova 
ação judicial contra o go-
verno central na segun-
da-feira, na mais recente 
tentativa de impedir a 
construção da base.
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